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別記様式 42-2 
 

維持管理に関する計画書（最終処分場） 

施 設 の 維 持 
管 理 方 法 

一般廃棄物の 
受 入 方 法 

ごみの種類・量及び搬入形態等を把握し、廃棄物処理施設維持

管理記録簿に記録します。 

施設操業時の 
維持管理方法 

維持管理マニュアルに記載 

維持管理基準へ
の対応状況 

別記様式 43-2 のとおり 

埋立終了後の施
設の維持管理方
法 

浸出水処理施設の運転継続 

維持管理用チェックシートによる管理の継続 

地下水、浸出水処理施設原水、放流水の分析継続 

廃止基準を満足するまで継続 

施 設 整 備 ・ 
点 検 の 頻 度 

維持管理チェックシート参照 

維持管理に関
する記録及び

閲覧方法 

閲 覧 場 所 浸出水処理施設管理棟 

閲覧対応日時  
月曜日から土曜日 

8：30～17：30 

記録する事項、 
記録の時期及び
備え置く期間 

廃棄物処理施設維持管理記録簿 

各チェックシート 

状況報告書 

異常時の連絡体制 連絡網のとおり ※省略 

排ガスの性状等 設計計算値 維持管理基準値  協定値 法令基準値 測定頻度 

ばいじん（g/Nm３） － － － －  

硫黄酸化物（Nm3/hr） － － － － 

窒素酸化物（cm3/Nm3） － － － － 

塩化水素（mg/Nm3） － － － － 

ダイオキシン類（ng-TEQ/Nm3） － － － － 

 － － － －  

 
 ※騒音、振動等についても周辺地域の生活環境の保全のため達成することとした数値を定める場合
  には、適宜記載すること。 
                                   (日本工業規格Ａ４)



別記様式 42-2 

放流水の水質等 設計計算値 維持管理基準値 協定値 法令基準値 測定頻度 

水素イオン濃度（ｐＨ） 5～9 5～9  5.8～8.6（海域は要修正） 

年 2 回 

生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）（mg/L） ＜600mg/L ＜600mg/L  ≦60mg/L 

化学的酸素要求量（ＣＯＤ）（mg/L） - -  ≦90mg/L 

浮遊物質量（ＳＳ）（mg/L） ＜600mg/L ＜600mg/L  ≦60mg/L 

ノルマルヘキサン抽出物含有量（鉱油）（mg/L） ≦ 5mg/L ≦ 5mg/L  ≦ 5mg/L 

ノルマルヘキサン抽出物含有量（動植物性油）(mg/L) ≦30mg/L ≦30mg/L  ≦30mg/L 

フェノール類含有量（mg/L) ≦ 5mg/L ≦ 5mg/L  ≦ 5mg/L 

銅含有量（mg/L) ≦ 3mg/L ≦ 3mg/L  ≦ 3mg/L 

亜鉛含有量（mg/L) ≦ 2mg/L ≦ 2mg/L  ≦ 2mg/L 

溶解性鉄含有量（mg/L) ≦10mg/L ≦10mg/L  ≦10mg/L 

溶解性マンガン含有量（mg/L) ≦10mg/L ≦10mg/L  ≦10mg/L 

クロム含有量（mg/L) ≦ 2mg/L ≦ 2mg/L  ≦ 2mg/L 

大腸菌群数（個/㎤） － －  ≦日間平均 3,000 個/㎤ 

窒素含有量（mg/L) ≦240mg/L ≦240mg/L  ≦120mg/L 

  (日間平均  60mg/L) 

燐含有量（mg/L) ≦32mg/L ≦32mg/L  ≦16mg/L 

  (日間平均  8mg/L) 
アルキル水銀化合物 検出されないこと 検出されないこと  検出されないこと 

水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物（mg/L) ≦0.005mg/L ≦0.005mg/L  ≦0.005mg/L 

カドミウム及びその化合物（mg/L) ≦0.03mg/L ≦0.03mg/L  ≦0.03mg/L 

鉛及びその化合物（mg/L) ≦0.1mg/L ≦0.1mg/L  ≦0.1mg/L 

有機燐化合物（mg/L) ≦1mg/L ≦1mg/L  ≦1mg/L 

六価クロム化合物（mg/L) ≦0.5mg/L ≦0.5mg/L  ≦0.5mg/L 

ヒ素及びその化合物（mg/L) ≦0.1mg/L ≦0.1mg/L  ≦0.1mg/L 

シアン化合物（mg/L) ≦1mg/L ≦1mg/L  ≦1mg/L 

ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）（mg/L) ≦0.003mg/L ≦0.003mg/L  ≦0.003mg/L 

トリクロロエチレン（mg/L) ≦0.1mg/L ≦0.1mg/L  ≦0.3mg/L 

テトラクロロエチレン（mg/L） ≦0.1mg/L ≦0.1mg/L  ≦0.1mg/L 

ジクロロメタン（mg/L） ≦0.2mg/L ≦0.2mg/L  ≦0.2mg/L 

四塩化炭素（mg/L） ≦0.02mg/L ≦0.02mg/L  ≦0.02mg/L 

１.２－ジクロロエタン（mg/L） ≦0.04mg/L ≦0.04mg/L  ≦0.04mg/L 

１.１－ジクロロエチレン（mg/L） ≦1.0mg/L ≦1.0mg/L  ≦0.2mg/L 

シス－１.２－ジクロロエチレン（mg/L） ≦0.4mg/L ≦0.4mg/L  ≦0.4mg/L 

１.１.１－トリクロロエタン（mg/L） ≦3mg/L ≦3mg/L  ≦3mg/L 

１.１.２－トリクロロエタン（mg/L） ≦0.06mg/L ≦0.06mg/L  ≦0.06mg/L 

１.３－ジクロロプロペン（mg/L） ≦0.02mg/L ≦0.02mg/L  ≦0.02mg/L 

チウラム（mg/L) ≦0.06mg/L ≦0.06mg/L  ≦0.06mg/L 

シマジン（mg/L) ≦0.03mg/L ≦0.03mg/L  ≦0.03mg/L 

チオベンカルブ（mg/L) ≦0.2mg/L ≦0.2mg/L  ≦0.2mg/L 

ベンゼン（mg/L) ≦0.1mg/L ≦0.1mg/L  ≦0.1mg/L 

セレン及びその化合物（mg/L) ≦0.1mg/L ≦0.1mg/L  ≦0.1mg/L 

1,4-ジオキサン(mg/L)) ≦0.5mg/L ≦0.5mg/L  ≦0.5mg/L 

ほう素及びその化合物（mg/L)  ≦10mg/L ≦10mg/L  ≦50mg/L（海域は要修正） 

ふっ素及びその化合物（mg/L) ≦8mg/L ≦8mg/L  ≦15mg/L（海域は要修正） 

アンモニア、アンモニア化合物、亜硝酸化合物及び硝酸化合物（mg/L) ≦380mg/L ≦380mg/L  ≦200mg/L 

ダイオキシン類（pg-TEQ/L） ≦10pg-TEQ/L ≦10pg-TEQ/L  ≦10pg-TEQ/L 

温度 45 度以下 45 度以下    

※ 着色部：法令基準値（放流）と要求水準（下水放流基準）で異なっている項目 
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１．ごみの搬入管理 

1）搬入時管理項目 

ごみの搬入時には、原則として以下の項目について把握を行う 

①ごみの種類の確認 

②ごみの量の確認 

③覆土の量と材質の確認 

④搬入形態の確認 

⑤廃棄物処理施設維持管理記録簿に種類及び数量を記入する 

 
2）ごみの搬入監視の方法 

①事前書類審査―持込ごみ伝票等の受付審査による搬入監視 

②搬入時監視 ―搬入時及び計量時に行う搬入監視（目視及び問診） 

③抜取詳細調査―搬入時及び計量時点でごみの抜取調査 

④展開監視  ―処分場内でごみを重機で展開し調査 

 
3）受入不可物搬入時の対応方法 

①運転手や収集作業員等への指導 

②搬入ごみの持ち帰り 

③搬入業者への搬入停止通知 

  



 
 

２．施設の管理 

1）貯留構造物の共通管理項目 

①貯留構造物の破損を防止するため、埋立て作業等に関して貯留構造物の損傷防止対策を講じる。 

②貯留構造物の破損による事故を防止するため、貯留構造物や周辺地盤を点検して、異常の早期発見に努める。 

③貯留構造物に破損があることが判明した際は、補修計画を立てて補修を行う。 

 

2）貯留構造物の管理のための基礎資料の確保 

①地質に関する資料 

②水文及び気象資料 

③貯水池、堰堤、地下水集水施設、浸出水集排水施設及び基礎処理の計画並びに設計計算書 

④竣工図 

⑤竣工記録 

⑥埋立前の堤頂の高さ、堤体のはらみ出し、傾き等の初期計測値 

⑦その他必要な資料 

 
3）貯留構造物の破損防止対策 

①埋立作業規定の制定 

②埋立機材オペレーターへの作業教育 

③埋立工法の明確化と作業員への周知 

④埋立工法の変更の際の貯留構造物への影響検討 

⑤搬入ごみの性状変化の際の貯留構造物への影響検討 

⑥地震、大雨等異常時の対策 

 

4）貯留構造物の点検 

①点検項目 

・損傷の有無 

・損傷の原因 

・補修の必要性・緊急度 

・補修方法 

②点検方法 

・日常点検 

・詳細点検 

・異常時点検 

 
5）貯留構造物の点検結果の判定 

①応急対策の必要性 

②再発防止対策 

③詳細点検項目 

④補修の必要性 

⑤補修方法 

 
6）貯留構造物の補修 

①周辺環境への影響 

②他の構造物への影響 

③埋立作業への影響 

④必要な経費 



 
 

7）貯留構造物管理のための記録 

①計測記録 

 計測値は表ないしグラフにより記録する。 

②日常点検記録 

 点検の結果は詳細かつ明確に記載し、必要ある場合は図面、写真を添付する。 

③詳細記録 

 詳細点検記録は調査を必要とした理由、調査の方法、経過及び結果を記載する。 

④補修その他の措置の記録 

補修その他の措置の記録は措置の年月、措置を必要とした理由及び方法、並びに結果を記載したものとし、そ

の措置の詳細を示す。仕様、設計図諸試験データ、写真その他必要な資料を添付する。 

 



 
 

３．盛土堤の管理 

1）日常点検 

①堤体へのごみ、土砂の堆積状況 

②堤体への雑草の繁茂、植生状況 

③堤体からの漏水の有無 

④堤体の亀裂の有無 

⑤堤体土の膨潤の有無 

⑥堤体の沈下状況 

⑦小段の浸食状況 

⑧法面の浸食、洗掘状況 

⑨法面のはらみ出し状況 

⑩法面の滑落、破壊の有無 

⑪基礎の沈下状況 

⑫地盤・地山からの漏水の有無 

⑬地山の滑落、崩壊の有無 

 

2）詳細点検 

詳細点検の項目は、日常点検の結果に基づき、以下の項目の中から定めて行う。 

①漏水量測定 

②沈下量測定（堤体） 

③浸潤線測定（堤体） 

④間隙水圧測定（堤体） 

⑤ごみ圧測定 

⑥埋立地滞水位測定 

⑦地下水位測定 

⑧基礎地盤の支持力等の調査 

⑨堤体内部状況の調査 

 
3）堤体の補修 

補修方法は、損傷の原因と状況に応じて適正な方法を選ぶものとする。一般的な補修は以下のようなものが

あるが、実際の補修にあたっては、必要に応じて詳細調査を実施する。 

①押え盛土の施工 

②土留擁壁の施工 

③張ブロック工の施工 

④グラウト工法の施工 

⑤法尻砂利の増加 

⑥たて排水溝の施工 

⑦ドレーンの設置 

⑧堤体表面に遮水工設置 

⑨基礎地盤、地山の改修または改良 

⑩余水吐断面拡大、補強工事 

 
 
  



 
 

４．覆蓋設備の管理 

1）覆蓋設備の共通管理項目 

①覆蓋設備の破損を防止するため、埋立て作業等に関して覆蓋設備の損傷防止対策を講じる。 

②覆蓋貯留構造物の破損による事故を防止するため、覆蓋設備の周辺状況を点検して、異常の早期発見に努める。 

③覆蓋設備に破損があることが判明した際は、補修計画を立てて補修を行う。 

④覆蓋設備移動時の作業方法の詳細計画の策定 

 

2）覆蓋設備の管理のための基礎資料の確保 

①構造に関する資料 

②材質に関する資料 

③設計計算書 

④竣工図 

⑤施工記録 

⑥維持管理表 

⑦その他必要な資料 

 

3）覆蓋設備の破損防止対策 

①埋立作業規定の制定 

②埋立機材オペレータへの作業教育 

③埋立工法の明確化と作業員への周知 

④埋立工法の変更の際の覆蓋設備への影響検討 

⑤搬入ごみの性状変化の際の覆蓋設備への影響検討 

⑥大雪、地震、大雨等異常時の対策 

⑦移動時の破損の確認 

 

4）覆蓋設備の点検 

①点検項目 

 ・損傷の有無 

 ・損傷の原因 

 ・補修の必要性、緊急度 

 ・補修方法 

②点検の種類 

 ・日常点検 

 ・詳細点検 

 ・異常時点検 

 
5）覆蓋設備の点検結果の判定 

 覆蓋設備の損傷があると判明した場合は、点検結果を十分検討して以下の事項を定める。 

①応急対策の必要性 

②再発防止対策 

③詳細点検項目 

④補修の必要性 

⑤補修方法 

6）覆蓋設備の補修 

補修計画の策定にあたっては、以下のような事項を考慮する。 

①周辺環境への影響 



 
 

②他の構造物への影響 

③埋立作業への影響 

④必要な経費 

  



 
 

５.遮水工の管理 

1）共通事項 

①埋立作業は、遮水工の損傷防止対策（法面保護）を立てた上行う。 

②遮水工の機能を定期的に点検し、浸出水による公共用水域や地下水汚染防止に努める。 

③漏水検知システムによる浸出水の漏洩の確認を毎日行い記録保管する。 

④地下水観測井戸の地下水水質の定期モニタリングを行い、記録保管する。 

⑤遮水工に損傷のあることが判明した際には、早急に補修計画を立てて補修する。 

 
2）遮水工の損傷防止対策 

①埋立作業規定の制定 

②埋立機材オペレータの教育 

③埋立工法の明確化と作業員への周知 

④埋立工法の変更の際の遮水工への影響検討 

⑤搬入ごみの性状変化の際の遮水工への影響検討 

⑥長期間露出する遮水工への保護等 

 
3）遮水工の点検 

①点検項目 

 ・損傷の有無 

 ・損傷の原因 

 ・損傷の範囲 

 ・補修の必要性、緊急度 

 ・補修の方法 

②点検の種類 

 ・日常点検 

 ・詳細点検 

 ・異常時点検 

 
4）遮水工の点検結果の判定 

点検より遮水工に異常が判明した場合の行動 

①応急対策の必要性 

②再発防止対策 

③詳細点検計画 

④補修の必要性 

⑤補修の方法 

 
5）遮水工の補修 

点検の結果、補修を必要とする場合には、損傷の原因、損傷の範囲等を十分検討した上で、再発防止と補修方法

を検討し補修計画を策定することが必要である。 

①周辺環境への影響 

②他の構造物への影響 

③埋立作業への影響 

④必要な経費 

 
6）漏水検知システムの点検 

①漏水検知システムの機能や精度が有効であることを確認するため、メーカーによる定期検査を実施する。 

②日常点検には、点検チェックリストを作成し、これに基づく点検を実施し、記録を管理保管する。 



 
 

６．雨水集水施設の管理 

1）共通事項 

①施設の機能を維持し損傷を防止するために、定期的な維持管理作業や改築作業を行う。 

②施設の損傷による他の施設への影響や埋立作業への障害等を防止するため、施設を点検し異常の早期発見 

につとめる。 

③施設に損傷があることが判明した際には、補修計画を立てて補修する。 

 

2）雨水集水施設の日常点検、異常時点検 

(1)集排水路 

①Ｕ字溝、コルゲートフリューム、集水枡、接続桝、呑口工等の損傷及び不等沈下の有無。 

②Ｕ字溝、コルゲートフリューム、集水枡、接続桝、呑口工等のごみや土砂の堆積状況。 

③越流ヵ所や滞留ヵ所の有無及び状況 

④遮水工との接部の異常の有無 

⑤周辺部からの水及び土砂の流入状況 

⑥周辺部の雑草の生育状況 

(2)調整池 

①貯留している水位 

②池底部の土砂の堆積状況 

(3)点検の頻度 

①雨水集排水溝  豪雨、地震等の直後に適宜実施。ただし、他の施設の点検と併せて随時目視点検を行う。 

②調整池 同上。ただし、滞砂位については月１回以上。 

③事前点検  豪雨が予想される時期については、集排水溝、調整池が性能を発揮できるよう事前に点検を行う。 

 

3）雨水集水施設の清掃作業 

雨水集水施設の機能を維持し損傷を防止するために、以下のような清掃作業を定期的に行う。 

①Ｕ字溝、コルゲートフリューム、集水枡、接続桝、呑口工等に堆積したごみや土砂の清掃 

②Ｕ字溝等肩部に生育した雑草除去、地ならし 

③調整池に堆積した土砂等の浚渫 

 
  



 
 

７．地下水集排水施設の管理 

1）共通事項 

①遮水工及び埋立廃棄物層の下に位置する施設であるため、定期的な監視業務を主体とした管理を行う。 

②地下集排水施設の損傷による遮水工への影響・障害が懸念されるために、早期発見が重要である。 

③地下集排水施設に損傷の可能性が判明した際には、補修あるいは機能の代替方策を施す。 

 
2）地下水集排水施設の損傷防止対策 

①地下集排水施設の整備・遮水工の施工時に、十分な保護対策を施す。 

②廃棄物の埋立時には、過大な荷重を加えたり、偏った荷重が加わるような埋立作業を行わないように、地下水

集排水施設の位置を考慮した作業をすすめる。 

 

3）地下水集排水施設の日常点検、異常点検 

日常点検は、以下の項目について行う。また、豪雨、地震などの異常時や周辺地区の開発行為時にも以下の項目

について行う。 

①地下水集排水口の水量 

地下水モニタリング井戸において、季節による変動パターンなどを把握しておき、定期的な監視結果との比較

を行う。 

 

②地下水モニタリング井戸における水質 

 ・外観 

 ・ｐＨ 

 ・電気伝導率 

 ・塩素イオン 

 

③地下水集水ピット内の水質調査 

モニタリング井戸または漏水検知システムに異常が確認された場合に地下水集水ピット内の水質を確認する。 

確認する項目は以下のとおりとする。 

 ・外観 

 ・ｐＨ 

 ・電気伝導率 

 ・塩素イオン 

 

4）地下水集排水施設の補修 

 地下鉄集排水施設については、補修が困難な場合が多いので、緊急時にはその代替え方策として地下水の揚水

あるいは水平ボーリングなどを実施して、地下水の低下に努める。 

 地下水集排水施設については、施工後には殆ど目にふれることがなく、破損個所の検出も難しい。そこで、周

辺地下水モニタリング井戸などで地下水の上昇が観測され、遮水工などへの影響が危惧される場合には、代替措

置として揚水井の設置や集水渠の施工を検討して、埋立区画への影響を軽減する位置に施工する。 

  



 
 

８．浸出水集排水施設の管理 

1）共通事項 

①埋立作業等は、施設の破損防止対策を立てた上で行う。 

②浸出水集排水施設の機能を点検し、浸出水の集排水が適正に行われ、埋立地内に浸出水が滞留しないこと。 

③浸出水集排水施設の破損が判明した場合は、補修計画を立てて補修する。 

 
2）浸出水集排水施設の損傷防止対策 

①埋立作業規定の制定 

②埋立機材オペレータの教育 

③埋立工法の明確化と作業員への周知 

④埋立工法の変更の際の施設への影響検討 

⑤搬入ごみの性状変化の際の施設への影響検討 

 
3）浸出水集排水施設の日常点検、詳細点検 

①地表にある状態の集排水管及び送水管 

 ・管のひび割れ 

 ・管へのスケールの付着 

 ・管の継ぎ手からの漏水 

 ・被覆材の流失、形態変化 

 ・管のつまり 

②埋立ごみ層の下に埋まった状態の集排水管 

 ・浸出水集排水施設の出水口での水量 

 ・埋立地内の滞留水 

 ・地表面の亀裂、陥没 

 ・管の詰まり 

 

4）浸出水集排水施設の補修 

点検の結果、補修を必要とする場合には、損傷の原因、損傷の範囲等を十分検討した上で、再発防止と補修方法

を検討し補修計画を策定することが必要である。 

①周辺環境への影響 

②他の構造物への影響 

③埋立作業への影響 

④必要な経費 

(1)地表にある状態の集排水管及び送水管 

 ・破損した管の取替え 

 ・破損した管の補修 

 ・被覆材の盛り換え 

 ・スケーリング、目詰まりの成分の除去 

(2)埋立ごみ層の下に埋まった状態の集排水管 

この場合、集排水管の損傷によって起こる障害として埋立地の滞水位の上昇という形で現れる場合がある。損

傷の例として、被覆材の目詰まりや管内のスケール付着等は、一部分だけの現象でなく全域に及んでいる場合

が多いと考えられる。この場合には、集水ピットを数ヶ所新設することによって、埋立地の滞水位を下げる方

法がある。また、集水ピット内の水位を観測することで滞水状況を把握でき、補修の際の参考となる。 



 
 

９．浸出水処理施設の管理 

1）共通事項 

①流入水の水量・水質データを蓄積・管理して、年間の変動パターン、降雨の影響を把握し、安定的な運転の資

料とする。 

②施設の機能を点検して、正常かつ必要な操作・運転が出来るようにする。 

③薬品などの貯留量を把握して必要な注入が行えるようにする。 

④施設を点検して、早めに補修・修理の手配を行う。 

⑤下水放流水の水質データを把握して、異常に対して早めに対処する。 

 

2）浸出水処理施設の日常点検、詳細点検 

①浸出水原水量・水質、放流水量・水質、浸出水調整設備の水位などの測定とデータ集積・整理・分析を行う。 

②水質及び運転データ（pH、SS、BOD、COD など）に運転条件を定め、調整する。 

③脱水ケーキの含水率、分離液 SS、機器などの運転状況の確認を行い、必要に応じて調整し、ケーキ搬出の手配

をする。 

④薬品・潤滑油・燃料などを点検して、必要な貯留量を満たすように必要に応じて搬入手配をする。 

⑤各設備・機器の点検・調整・補修を行う。 

⑥日常点検は、１回／日とする。 

 

3）希釈処理の判断基準 

①モニタリング方法 

〇放流水槽に UV(COD)計を設置し、放流水を常時モニタリングする。 

〇日常点検として、放流水の窒素濃度(T-N)をパックテストで測定し、透視度についても測定する。 

〇あらかじめ試運転時に放流水の BOD、COD、SS、T-N を分析し、BOD、COD については UV 計、SS に

ついては透視度、T―N についてはパックテストの値との相関値を求めておく。 

〇定期分析として、月 1 回、放流水の BOD、COD、SS、T-N を測定する。 

②判断基準と対応 

〇UV(COD)計の値、パックテスト(T-N)の結果から、BOD、SS、T-N 濃度が下水道への放流基準 BOD：

600mg/L、SS：600mg/L、T-N：240mg/L を超える恐れがある場合に希釈処理を実施する。 

〇モニタリング値が以下の値を超えた場合、モニタリング頻度を上げるなどし、希釈処理を行うか判断する。 

・BOD：550mg/L(下水道への放流基準 600mg/L の×0.92 程度) 

・SS：550mg/L(下水道への放流基準 600mg/L の×0.92 程度) 

・T-N：220mg/L(下水道への放流基準 240mg/L の×0.92 程度) 

 

※希釈処理が想定される状況：浸出水濃度が上昇する埋立初期等 

 

《補足》 

水質が安定し、再び浸出水処理水が下水道放流への水質基準以下になった場合、希釈処理を終了する。 

本施設の希釈処理は主に窒素希釈を対象にするが、埋立物等の影響で仮に BOD、SS 濃度も著しく上昇する事も

ありうると予想されるため、BOD、SS についても希釈処理の対象とする。 

 

 

 

 

希釈率(希釈水量)は、下水道への放流基準以下になるように設定し、希釈ラインに設置した流量計で、希釈

量を手動で調整する。 



 
 

3）バイパス槽管理基準 

①モニタリング方法 

〇適宜、バイパス槽(第 1 凝集沈殿槽処理水)の COD、窒素濃度(T-N)をパックテストで測定する。 

〇あらかじめ試運転時にバイパス槽(第 1 凝集沈殿槽処理水)の BOD、COD、SS、T-N を分析し、パックテ

スト及び透視度との値との相関値を求めておく。 

〇バイパスの有り、無しの場合においても放流水については、上記希釈処理に記載したモニタリングを行う。 

 

②判断基準と対応 

〇パックテスト(COD、T-N)及び透視度（SS）の結果から、バイパス槽の BOD、SS、T-N 濃度が下水道へ

の放流基準 BOD：600mg/L、SS：600mg/L、T-N：240mg/L 以下と判断される場合、バイパス処理を実

施。 

〇モニタリング値が下水道への放流基準から、以下の値付近で推移している場合、モニタリング頻度を上げ

るなどし、バイパス処理を継続するか判断する。 

・BOD：550mg/L(下水道への放流基準 600mg/L の×0.92 程度) 

・SS：550mg/L(下水道への放流基準 600mg/L の×0.92 程度) 

・T-N：220mg/L(下水道への放流基準 240mg/L の×0.92 程度) 

 

※バイパス処理が想定される状況 

〇埋立初期で濃度が低い場合 

〇最終処分場の埋立物が安定し、浸出水原水濃度が低くなった場合 

 

《補足》 

〇水質濃度が再び上昇し、第 1 凝集沈殿槽処理水が下水道放流への水質基準以上になった場合、バイパス処

理を終了する。 

〇バイパス槽“適宜”モニタリングの頻度について、継続して運転管理を行うにあたり、あきらかにバイパ

ス槽(第 1 凝集沈殿槽処理水)濃度が下水道への放流基準以上、もしくは以下と予想される場合、パックテ

ストは行わない。 

〇また、パックテストを行わない場合は、処理の切り替えも行わない。 

 

４）点検の頻度 

①日常点検項目は１回／日 

②定期点検項目は１回／週～１回／月 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

10．発生ガス処理施設の管理 

1）共通事項 

①ガス抜き施設の損傷を防止するために、埋立作業等は破損防止対策を立てた上で行う。 

②ガス抜き施設の損傷による事故を防止するため、施設を定期的に点検し異常の早期発見に努める。 

③ガス抜き施設の破損が判明した場合は、補修計画を立てて補修する。 

 

2）浸出水集排水施設の損傷防止対策 

①埋立作業規定の制定 

②埋立機材オペレータの教育 

③ガス抜き施設の目詰まりを防ぐ対策 

 

3）発生ガス処理施設の日常点検 

①露出しているガス抜き設備の状況 

②発生ガス量の変化 

③埋立ごみ層の中にあるガス抜き施設の変状、直接目視できない場合は、以下のような点から総合的に判断する。 

 ・ガス抜き施設からのガス量・ガス濃度の変化 

 ・ガス抜き施設以外の埋立地表面からのガスの湧出 

 ・浸出水の水質変化 

 

4）浸出水集排水施設の補修 

点検の結果、補修を必要とする場合には、損傷の原因、損傷の範囲等を十分検討した上で、再発防止と補修方

法を検討し補修計画を策定することが必要である。 

①周辺環境への影響 

②他の構造物への影響 

③埋立作業への影響 

④必要な経費 

 

5）覆蓋内部のガス濃度測定 

①メタン・硫化水素・水素・酸素・一酸化炭素及び臭気成分を計器により連続測定する。 

②覆蓋内部及び外部の管理基準は下記の通りとする。 

③警報灯の管理は以下のとおりである。 

・通常           ：入口側の信号灯が青色点灯 

・管理基準値①を超過した場合：黄色点灯 

・管理基準値②を超過した場合：黄色点灯に加えて赤色回転灯が点灯 

・システムトラブルの場合は、青、黄色、赤色回転灯が消灯状態 

・黄色点灯状態及びすべての警報灯が消灯の場合は、場内への進入は行わない。 

④データ管理 

・測定値は水処理施設（管理棟）内に設置する現場操作盤及び PC にて監視、記録、出力が可能である。測定値

は PC 内に 1年間自動保管する。  

対象ガス 管理基準値① 管理基準値② 設置場所 備考 

メタン（CH４） 25％LEL 30％LEL 覆蓋内部 100％LEL：5％ 

一酸化炭素（CO） 50ppm 100ppm 覆蓋内部  

硫化水素（H２S） 10ppm 20ppm 覆蓋内部  

酸素（O２） 19％ 18％ 覆蓋内部  

臭気ガス 300ppm 600ppm 覆蓋外部 

（水処理施設外部） 

ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝを主体 

風況（風向・風速） － －  



 
 

11．地下水モニタリング井戸の管理 

1）共通事項 

①地下水モニタリング井戸は処分場周縁の 4 か所に設置する。 

観測井戸設置予定位置図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      地下水モニタリング井戸 

 
②漏水検知システムで異常を検知した場合は、速やかに観測井戸から採水し、分析を行う。 

③各観測井戸は月に一回、既定の項目（塩素イオン、ｐＨ、電気伝導率（ＥＣ））の分析を行う。 

④測定値に異常値（上昇傾向、下降傾向）が出た場合には、年一回行う調査とは別に、緊急に水質分析を行い、

この分析により漏洩の最終的な判断を行うこととする。 

 
2）地下水観測井の点検 

観測井の点検及び採水時には以下のような情報を収集・記録する。 

【日常点検】 

 
 
 
 
 
 
【採水時の確認事項】 

 
 
 
 

 

 

 

〇観測井戸の破損や沈下等の外観的な異常がないか。 

《異常ありの場合》 

 ・異常となった原因の想定（追加調査の検討） 

 ・修復の必要性、緊急性 

 ・修復方法 

〇観測井戸に濁りが生じていないか 

〇臭気等の発生がないか 

 〇水温が異常ではないか 

 ・異常となった原因の想定 

 ・修復の必要性、緊急性 

 ・修復方法 



 
 

12．残余容量の測定 

1）共通事項 

埋立開始に先立って使用前検査終了後の竣工図等に基づき埋立地の容量を確認するとともに、残余容量の算定

根拠となった図面や計算書等の書類についても、残余容量の算定結果とともに保管する。 

残余容量を測定・記録することで、許可容量内での埋立処分を適正に行う。 

 

2）実施方法 

①残余容量の測定は「最終処分場残余容量算定マニュアル 平成 17 年 3 月 環境省大臣官房廃棄物・リサイク

ル対策部廃棄物対策課・産業廃棄物課」に基づいて実施する。 

②残余容量が１年を下回った場合や埋立物の受入れ量が増加した場合などは、３か月に１回以上の頻度で実施す 

る。 

③測定結果及び測定日は閲覧可能状態で管理棟に保管する。 

 

（記録内容） 

残余容量の算定結果の保存に当たっては、残余容量の算定に当たって使用した計測方法、その算定根拠となる

計測資料及び埋立地の全景が確認できる写真を併せて保存する。記録する内容は以下のとおりとする。 

(1) 最終処分場の埋立面積及び埋立容量 

(2) 当該年度以前に埋め立てられた廃棄物及び土砂の合計容量（埋立重量から換算する方法の場合には、合計容

量及び合計重量） 

(3) 当該年度に埋め立てられた廃棄物及び土砂の合計容量（埋立重量から換算する方法の場合には、合計容量及

び合計重量） 

(4) 埋立地の残余容量と今後埋立可能と予測される期間 

(5) 残余容量の算定に当たって使用した計測方法 

(6) 残余容量の算定根拠となる計測資料 

(7) 埋立高さ等、形状が観察できる写真 

 

 

 

  



 
 

災 害 防 止 計 画 書 
 
＜施行規則第１１条による＞ 
 
（１）廃棄物の飛散及び流出の防止に関する事項 
 覆蓋設備を設置により廃棄物の流出防止、及び飛散防止を行い必要に応じて覆土を行い防止する。 
 
（２）公共の水域及び地下水の汚染の防止に関する事項 

周辺４カ所の地下水観測井より水質検査を行い、地下水の汚染拡散の可能性の早期発見を図る。 
① 地下水環境基準全項目：年 1 回 
② 塩素イオン、ｐＨ、電気伝導率（ＥＣ）  ：毎月 
もし水質の悪化が認められる場合には、ただちに搬入を休止し原因を追究して必要な措置を講ず

る。 

 
（３）火災の発生の防止に関する事項 

搬入時の展開検査等により火災発生の恐れのあるものがないように常にチェックを行うが、万が

一の場合に備え、浸出水処理施設下部には場内散水用水槽（約 68ｍ3）を設置する。 

 
（４）その他の災害の防止に関する事項 

処理場では重機を使用し作業を行うため、運転者の資格や始業時の点検、自主検査の行われた重

機を使用するなどして、重機災害防止に努める。また運転教育も定期的に行うことによって慣れか

ら生じる事故を防止する。 

 
 



別記様式 43-2 

 

維持管理基準に適合するために講ずる措置の内容（最終処分場） 

 

１ 維持管理基準関係 

基準又は設備
 措 置 内 容 

（措置しない場合はその理由を記載すること） 
関係図面・資料等

 

 １ 飛散・流出 
 （第１条第２項第１号） 

・覆蓋設備の設置により廃棄物の飛散防止を図る。 

・必要に応じ即日覆土を行う。 

・散水設備による水の散布も行う。 

覆蓋設備平面図 

（図番 35） 

散水設備配置図・構造

図（図番 47） 

 ２ 悪臭 
 （第１条第２項第２号） 

・覆蓋設備により臭気の拡散を防止する。 

・即日覆土、薬剤の散布による悪臭の発生を防止する。 

・埋立終了後は、上部に 50cm の最終覆土を行う。 

覆蓋設備平面図 

（図番 35） 

 ３ 火災 
 （第１条第２項第３号） 

・散水設備用貯留槽を活用する。 

・浸出水処理施設等に消火器を設置する。 

散水設備配置図・構造

図（図番 47） 

 ４ 衛生害虫等 
 （第１条第２項第４号） 

・薬剤散布や覆土を行い、防止する。 
維持管理マニュアル 

（資料 No.10） 

 ５ 囲い 
 （第１条第２項第５号） 

・出入口には既存門扉を活用し、休止時に施錠し関係者以外の進入を

防止する。 

・施設（処分場）外周に転落防止柵を兼ねた囲いを設置し、場内への

侵入及び転落を防止する。 

囲障設備図（図番 43） 

 ６ 立札 
 （第１条第２項第６号） 

・見やすい位置に表示板設置する。 
最終処分場立札見取図 

（図番 44） 

 ７ 擁壁等の点検 
 （第１条第２項第７号） 

・定期的な点検を行い、損壊のおそれがある場合又は損壊箇所が見つ

かった場合は搬入を停止し、飛散、流出防止措置を直ちに講じた上

で、原因究明と恒久対策措置を講じる。 

貯留構造物平面図、断

面図（図番 12,13） 

 ８ 遮水工の砂等による被覆 
 （第１条第２項第８号） 

・底面遮水工の上部に保護土 50cm を敷均し保護する。 
遮水設備構造図 

（図番 17） 

 ９ 遮水工の点検 
  （第１条第２項第９号） 

・漏水検知設備により、連続モニタリング検査を実施し、遮水工に破

損が発見された場合は、直ちに破損位置を確定し、遮水工の補修を

行う。 

漏水検知システム標準

図（図番 18） 

 10 地下水等の水質検査 
 （第１条第２項第 10 号） 

・埋立地からの浸出液による最終処分場周辺地下水の水質影響の有無

を判断するため 4 箇所から採取する。 

（１）埋立処分開始前に地下水検査項目、電気伝導度及び塩化物イオ

ンについて測定し、かつ記録をする。 

（２）埋立処分開始後、地下水等検査項目について 1 年に 1 回以上測

定し、かつ記録する。 

（３）埋立処分開始後、電気伝導率又は塩化物イオンについて 1 月に

1 回以上測定し、かつ、記録する。 

（４）測定した電気伝導率及び塩化イオンの濃度に異常を認められた

場合には、速やかに、地下水等検査項目について測定し、かつ、

記録する。 

施設平面図（図番 4） 

地下水モニタリング井

戸構造図（図番 45） 

 11  地下水等の水質の悪化 

が認められた場合の措置 
  （第１条第２項第 11 号） 

・地下水の水質検査において後段に示す地下水等検査項目及び基準値

の水質を超えた場合、稚内市役所、宗谷総合振興局へ連絡を行い、

ただちに搬入を一時停止し、原因を追究して必要な措置を講ずる。 

維持管理マニュアル 

（資料 No.10） 

 12 被覆型埋立地における 

  雨水流入防止 
  （第１条第２項第 12 号） 

・埋立地には覆蓋設備を設置し、埋立作業を実施している区画へ雨水

が入らない構造とする。 

覆蓋設備平面図 

（図番 35） 

覆蓋設備の排水構造に

関する説明資料 

（資料 No.18-18） 

 13 調整池の点検 
  （第１条第２項第 13 号） 

・定期的な点検を行い損壊のおそれがある場合は速やかに必要な措置

を講ずる。 

点検項目 

①コンクリートの剥離、鉄筋の露出等の確認 

②構造物の沈下の確認 

維持管理マニュアル 

（資料 No.10） 

※関係図面・資料等の添付は省略 

  



 14 浸出液処理設備の 

  維持管理 
  （第１条第２項第 14 号） 

イ）以下の遮水構造とする。 

  遮光マットを敷設する。 

ロ）以下の遮水構造とする。 

  【底面部】 

廃棄物 

保護砂 

 保護マット 短繊維不織布 10mm 

 遮水シート LLDPE 1.5mm 

 保護マット 短繊維不織布 10mm 

 遮水シート LLDPE 1.5mm 

 保護マット 短繊維不織布 10mm 

  【法面部】 

廃棄物 

 保護マット 短繊維不織布 10mm 

 遮水シート LLDPE 1.5mm 

 保護マット 短繊維不織布 10mm 

 遮水シート LLDPE 1.5mm 

 保護マット 短繊維不織布 10mm 

 

ハ）地下水集水管Φ200mm（幹管）を敷設する。 

ニ）埋立部底部には砕石をフィルター材とした有孔ポリエチレンΦ500mm（幹管）

による浸出水集排水渠を敷設する。 

ホ）浸出水処理施設の下部にコンクリート造の浸出水調整槽（容量 892 ㎥）を設

置する。処分場からはポンプおよび導水管により導水する。 

ヘ）浸出水処理施設で対応する。 

  （別紙 フローシート参照） 

  （別紙 放流水質参照) 

 定期的な点検を行い維持管理用チェックシートにて記録をし、廃止まで保存す

る。 

（１）水質が下水道放流基準に適合することとなるように維持管理する。 

（２）浸出液処理設備の機能の状態を定期的に点検し、異常を認めた場合には、

速やかに必要な措置を講ずる。 

（３）下水道放流水の水質検査を次により行う。 

①排水基準等に係る項目(②の項目を除く)について、１年に 1 回以上測定

し、かつ、記録する。 

②水素イオン濃度、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ及び窒素含有量について、1 月に

1 回以上測定し、かつ、記録する。 

遮水設備構造図 

（図番 17） 

 

維持管理マニュアル 

（資料 No.10） 

 15 導水管等の防凍措置 
  （第１条第２項第 14 号の２） 

・埋立部は凍結深度以下に埋設し、露出部は保護材で保護する。 

浸出水送水管経路 

（図番 25） 

散水設備配置図 

（図番 47） 

 16 開渠等の機能維持 
  （第１条第２項第 15 号） 

・埋立地に地表水が流入する箇所には水路等の外周雨水排水施設を敷設する。 

・定期的な点検を行い土砂等の堆積がある場合、速やかに除去作業をする。 

雨水排水設備平面図 

（図番 21） 

維持管理マニュアル 

（資料 No.10） 

 17 発生ガスの排除 
  （第１条第２項第 16 号） 

・方式：法面及び竪型ガス抜き方式 

・材質：有孔ポリエチレン管 

・管径：Φ100mm、Φ200mm、Φ400mm 

・接合方法：Ｔ字管及びＬ字管 

・配置間隔：ガス抜管平面図参照 

・発生ガスの確認方法： 

 ガス抜き管出口において石鹸膜流量計等でガス速度を測定する。 

埋立ガス処理設備平

面図、構造図 

（図番 26,27） 

 18  開口部の閉鎖 
  （第１条第２項第 17 号） 

・埋立終了後、最終覆土（50cm 以上）を敷設した上に、傾斜盛土を行い可能な限

り雨水を表層水として排除する。 

施設平面図（埋立完了

時）最終覆土標準図 

（図番 5,51） 

 19 覆いの損壊防止 
  （第１条第２項第 18 号） 

・埋立終了後も定期的に覆土を点検し必要に応じ対策する。 
維持管理マニュアル 

（資料 No.10） 

 20 残余容量の測定、 

記録 
  （第１条第２項第 19 号） 

 最終処分場残余容量算定マニュアルに従って測定し、記録する。 
維持管理マニュアル 

（資料 No.10） 

21 記録の作成及び保存 
  （第１条第２項第 20 号） 

・数量記録、維持管理マニュアルに基づくチェックリストを廃止まで保存する。 

（埋立処分量、覆土使用量、散水量、下水放流量、漏水検知検査記録、用役量等） 

維持管理マニュアル 

（資料 No.10） 

 


